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長崎大学ロゴマーク

正式ロゴマーク

従来，長崎大学で使用されていたシンボルマーク（帆船マーク）は，昭和24年に大学構

成員の連帯意識を高め，総合大学として発展するための心のよりどころとして，鎖国時代

の文化の門戸であった長崎に因むオランダ船の舳先にNU(Nagasaki University)の頭文字を

付け，右肩に「大學」の字を配したマークが制定されました。

国立大学法人化を機に従来のシンボルマークを精緻化し，新たに正式ロゴマークとして

平成17年 4月 1 日に制定したものです。

略式ロゴマーク

正式ロゴマークとは別に広く使用するものとして新たに略式ロゴマークを平成17年 4月

１日に制定しました。

中央にある “黄色系の図形” は「学生・教職員」を，右にある “緑色系の図形” は自然

環境の豊かな「地域・日本国土」を，そして左にある “青色系の図形” は「地域・日本国

土」を取り巻く「広大な海とその先にある国際社会」を表します。

これらの図形の “重なり” はそれぞれの分野での「調和と貢献」を，また “黄色系の円”

は「創造」を表しています。

全体を見ると「学生・教職員」と「地域・日本国土」とにより形作られる “人” と「国

際社会」とにより形作られた “人” とはさらに合わさって，「長崎大学」を表す “Ｎ”

を構成しています。


